Visiting China and North Korea by 倉橋, 重史
道 つ れ 雑 記

















れから 「道つれ雑記」 という題で書 きたいの















































尻 をうまくあやし,シ ャッター ・チャンスをう
かがっている。こんな光景を見ていると,一般































































































































展示 されている。そ うこうしていると 「熊猫
館」という表示をみつける。入口は裏の方 らし

















たこのパンダという言葉 も珍しい。発音 自体 も



















































































































































































































起床 して窓外をみる。 もうすでに街は活動 を始
めている。11億人の人間がいる国の首府の朝で





















































































































































































































































アからきてお り,も ともと赤色 とは関係がな































朝早 く眼が覚め る。5時 半 と思 ったら4時 半
で あっ た。暫 く横 にな って い たが,寝 られ な
い。洗面 を し,今 までのメモを整理 し,日 記の
記述 を補ない持 って きた本 を読 む。 この一週間
読書 ら しい もの を していない。 いま机で読書 し
てい るが,左 の壁 にカ レンダー,右 の壁 に金 日
成主席の写真が掛か っている。 カ レンダーは先









































































































































































































虚な時間 とで も言いた くなるような時間であ















行われるダンス ・パーティを見に行 く。バ ング
ラデシュ,イ ンドの入々が出発時間を過 ぎて も
集まらない。時間厳守とは関係のない国民性,
生活,文 化がよく現れている。マイクロバスは

































6時起床。昨 日一 日休養 したので久 しぶ りに
元気になる。だが小谷先生の体調悪 し。昨夜下


























































待 っていたとい う共同体験 も一つの原因だろ






























































変わ り旅は快適である。左手に海が見 えて く
る。日本海である。この国では東海 という。小
さい漁村がいくつか点在 している。38度線の方
























































































い。水清 し,緑濃 し,山高 し,つず らお りの道
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をい く。 しか し私 にとって この道 は苦 しい。漱
石 ではないが 「山道 を登 りなが らこう考えた。
智 に働 けば角が立つ,情 に竿 させ ば流 され る」
といった余裕 はない。汗 び っしょりであ る。心
臓 が耐 え られ ない。一人木陰に しゃが む。薬 を
のむ。これ以上発作 が起 こらないこ とを祈 るの
み。元気 な中年の女性 の一団が歌 を合唱 しつつ
通 り過 ぎてい く。
しば らく休 んで独 りでゆ っくり登 ってい く。
心 配 されたのか先 に行 った二人が探 しにこられ
実状 をはなす。それで もここまで来 たのだか ら
と思 って登 る。や っと大 きい滝が見 える。高 さ
が17mとい う。Kuryongとい う名の滝 とい う。
ここまで辿 りつ いたとい う感 じだけで帰 り道の
ことはよ く覚 えていない。下 りて来 て車 に乗 っ
て初 め て下山 した とい う実感 を もった。Sanil
湖 にい く。美 しい静か な湖であ る。そこにある
レス トランで食事 をとる。 ホテルに帰 る。 なに
か しら疲れている。 ホテ ルのエ レベー タが途 中
でス トップ。初 めての経験であ る。階 と階 の中
間で停止。余程電力事情が悪いのであろ う。エ
レベ ータ内の電話 で朝鮮 の人が連絡 し,や が て
内か ら ドアー を開けて外 に出ることがで きた。
夜12階にあるバーでビールを飲 む。漢女 史が歌















































ことがあるが,そ の人 と姜吉秀 という人に会








































































































































い も変わらず,仏 香閣の優雅な姿 も同じであ
る。以前来たときここで宮廷料理を食べたこと
を思うと懐か しい。今 日は蘇州を再現 した新 し
い公園をみる。そこはまだ建設中である。運河









































































































験 し得ない多 くのものを学ぶことがで きたこと
である。
2.旅行中ハプニ ングもあったがそれを苦に
























































いっている。 しか も両国は韓国と仲 よくしよう
とと激1纛
状況 さらに東欧諸国の民主










を培て きた。そのことはそれな りの価値 をも
つ。 しか しそれは社会主義國との関係上での価
値である。今社会主義國自体が非社会主義化 し






































独断 と偏見で見て,感 じ,理解あるいは誤解 を
した部分がかな りある。先生方のお名前を拝借
したが全 ての責任 は私 にあ ることを明記 してお
きたい。(これ は1990年9月1日 か ら17日間 の
メモ,日 記 をもとに,1991年1月20日～30日に
加筆 した ものである)
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